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五
十
一
年
度
決
算
…
…
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年
金
の
お
知
ら
せ
…
…
…
…
㈲

　
上
新
田
チ
ー
ム
優
勝
…
…
…
㈲

瀞
縄
毅
㈲

激
麓
雛
蓑
一
一
す

羅
繋
一
一
丁

　　一保育所の運動会一

　天候にめぐまれ、保育所の運動場は

朝から元気な歓声でいっぱいぞした。

　9月28日、第4回運動会は無事終了

しました。

　　（写真は、出番を待っ園児たち）

（10月1日現在）8，843男4，363女4，480世帯・一2，022面積…22．34平方キロ〈村勢＞総人口
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村
の
財
政
事
情
の
公
表

　
　
　
（
昭
和
五
十
一
年
度
決
算
）

／
春

　
昭
和
五
十
｝
年
度
、
国
で
は
、
景
気
浮
揚
政
策
ど
し
て
、
公
共
事
業
を
推

進
し
特
に
道
路
網
の
整
備
を
は
か
る
た
め
の
臨
時
市
町
村
道
整
備
事
業
債
の

発
行
を
許
可
し
ま
し
た
。

歳

入

　
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
経
済
情
勢
は

低
成
長
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
上
向
き
の
き
ざ
し
を
見
せ
は
じ
め

法
人
税
を
は
じ
め
、
各
種
村
税
、
地
方

交
付
税
な
ど
順
調
な
伸
び
を
示
し
、
当

初
予
算
に
対
す
る
決
算
額
の
比
率
は
、

一
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

歳

出

　
本
年
度
、
特
に
生
活
環
境
の
整
備
を

重
点
施
策
と
し
て
、
村
内
全
域
に
わ
た

っ
て
四
〇
路
線
に
の
ぼ
る
道
路
整
備
事

業
を
行
な
う
と
と
も
に
先
年
末
か
ら
の

土
地
基
盤
整
備
事
業
お
よ
び
教
育
施
設

整
備
と
し
て
の
中
学
校
体
育
館
改
修
、

北
小
学
校
校
舎
の
改
修
、
教
具
、
教
材

等
各
学
校
の
内
部
設
備
の
充
実
を
は
か

り
、
当
初
予
算
額
に
対
す
る
決
算
額
の

比
率
は
、
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り

歳
入
歳
出
差
引
残
金
は
、
　
一
千
七
百
三

歳入の内訳

十
四
万

八
千
六

百
五
十

九
円
と

な
り
、

五
十
二

年
度
の

予
算
に

繰
入
れ

ら
れ
ま

す
。

性質別
歳出内訳
　（単位円）

iii

そ
の
他

そ　の　他

90，700，000円8．4％

投
資
的
経
費

建設事業費

387，434，998円

　　　　　　　35」8％
ii

消
　
　
費
　
　
的
　
　
経
　
　
費

維持補修費

　9，859，547円0．9％
iii

物件費
110，055，354円10．2％

扶助・補助費

132，166，381円12．2％

人　件　費

295，094，114円

　　　　　　　27．2％

iii

ii

iii

区　　　　　分 収入済額 構成比 前年比 一世帯当りの額
（1．986戸）

一人当りの額
（8，699人）

村　　　　　税 　千円
327，725

　％
29．5

　％
39．0 　円165，018 　円37，674

地方譲与税 24，989 2．3 69．6 12，583 2，873

自動車取得税
交　　　付　　　金

21，504 1．9 1．2 10，828 2，472

地方　交付税 353，555 31．8 19．4 178，024 40，643

交通安全対策
特　別　交　付金

878 0．1 14．3 442 101

分担金及び負担金 5，745 0．5 △62．5 2，893 660

使用料及び手数料 14，722 1．3 27．4 7，413 1，692

国庫支出金 29，991 2．7 △20．3 15，101 3，448

県　支　出　金 158，260 1452 8．4 79，688 18，193

財　産　収　入 8，802 0．8 93．0 4，432 1，012

寄　　付　　金 4，300 0．4 109．8 2，165 494

繰　　越　　金 6，889 0．6 △62．7 3，468 792

諸　　収　　入 17，179 1．6 68．9 8，650 1，975

村　　　　　債 136，400 12．3 101．2 68，681 15，680

歳　入　合　計 1，110，939 100．0 25．9 559，386 127，709

区　　　　分 決　算　額 構成比 前年比 一世帯当りの額
　（1，986戸）

一人当りの額
（8，699人）

議　会　費 　　　千円
31，254

　％
2．9

　％
10．1

　　円
15，737

　　円
3，593

総　務　費 232，940 21．5 10．3 117，291 26，778

民　生　費 82，067 7．6 2．9 41，303 9，429

衛　　生　費 30，780 2．8 37．4 15，498 3，538

農林水産業費 270，341 24．9 24．9 136，124 31，077

商　工　費 3，858 0．4 14．O 1，943 444

土　木　費 155，408 14．3 35．6 78，252 17，865

消　防　費 48，302 4．5 7．8 24，321 5，553

教　育　費 170，476 15．7 66．6 85，839 19，597

災害復旧費 0
公　債　費 58，205 5．4 11．4 29，307 6，691

諸支出金 0
予　備　費 0

歳出合計 1，083，591 100．0 23．8 545，615 124，565

歳
出
の
内
訳

○
し

ノー
し
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一般会計現債額（借入額）鼎鶏在

区　　　　　分 金　　額 説　　　　　　　　　明

教　　育　　債 　　干円
142，638 学校、幼稚園、集会所等建設費

土　　木　　債 177，794 道路整備事業費

農林水産業債 38，868 農村センター建設費

衛　　　生　　債 539 母子健康センター建設費

民　　生　　債 32，800 保育所建設費

財政減収補てん債 87，500

合　　　　計 480，139

　
　
　
§

国
民
健
康
保
険

産

教育委員会管理財産

露露詣5聾㎡

臨＼〈ン
　　　　　土地開発基金

爆美土地
雌切ス鰯

　
　
円

　
　
63

　
　
マ

　
金
L

　
　
81

現
訟

　　　　　　　　財
村長管理財産

　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　建　物　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　ロ

醗献働l
　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　せ　　　　　　　土地68，775㎡　，

　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　ド

叢』夢i
　　　　　　　有価証券　　　、
　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　260，000円　　　　1
　　　　　　　　　　　　　監
　　　　　　　　　　　　　曾
　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　出資による権利　　1
　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　380，000円　　　，
　　　　　　　　　　　　　3

万
五
千
三
百
十
二
円
と
な

っ
て
お
り
、
被
保
険

者
一
人
が
こ
の

一
年
間
に
約

四
・
九
回

病
気
に
か

カ
り
　
　
日

　
　
●癖十

月
八
日
は
統
計
の
日

　
く
ら
し
に
役
立
つ
統
計
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
理
解
を

特
別
会
計
決
算
概
要

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
約
八
一

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
医
療
費
は

前
年
に
比
し
二
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の

伸
び
率
を
示
し
て
お
り
ま
し
て
、
歳
入

総
額
で
、
一
億
五
千
九
百
四
十
六
万
六

千
五
百
四
十
二
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
歳
出
総
額
は
、
一

億
三
千
八
百
三
十
五
万
五
百
五
十
七
円

と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
二
千
一
百
十

一
万
五
千
九
百
八
十
五
円
の
剰
余
金
を

残
し
て
決
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
見
ま
す
と
、
保

険
穂
は
前
年
に
対
し
て
、
二
五
・
四
パ

ー
セ
ン
ト
増
で
、
一
世
帯
平
均
五
万
百

十
一
一
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
世
帯
当
り
診
療
費
は
、
十

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
け
る
身
の

回
り
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
統
計
が
使

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
物
価
や
賃
金
、
行
政
施
策
の
企
画
、

立
案
、
人
口
、
労
働
、
農
業
、
鉱
工
業

数
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
他
75

　
　
　
　
　
　
　
の
」

＋
六
日
間
　
　
そ
4

通
院
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

3．0％

繰越金
15，211

　　9．5％

商
業
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
統
計
が

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
達
の
生
活
や
行
政
に
密
着
し
て
い
る

統
計
は
、
国
お
よ
び
県
、
市
町
村
な
ど

の
機
関
で
作
成
さ
れ
ま
す
が
、
特
定
の

人
や
企
業
、
団
体
の
も
の
で
は
な
く
、

く
ら
し
の
道
し
る
べ
と
し
て
、
一
般
に

公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
統
計
調
査
は
、
住
民
の
み

な
さ
ん
が
た
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
完
全
正
確
な
統
計
が
つ
く
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
み
な
さ
ん
の
統
計
に

対
す
る
よ
り
一
層
の
関
心
と
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
お
も
な
統
計
調
査

　
国
勢
調
査
（
五
年
ご
と
）
、
農
業
セ
ン

サ
ス
（
五
年
ご
と
）
、
事
業
所
統
計
調
査

（
三
年
ご
と
）
、
商
業
統
計
調
査
（
三
年

ご
と
）
、
工
業
統
計
調
査
（
毎
年
）
、
燃
料

施
設
・
水
利
用
実
態
調
査
（
三
年
）

保険税　　＼

　52，401
　　　　　32．9％

　　　　保険給付費

　　　　　　122，638

　　　　　　88．6％

その他

5，376

　3．9％

総蓄雛
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福
祉
年
金
の
支
払
期
月

　
　
　
　
支
払
開
始
日
が
変
り
ま
す

　
福
祉
年
金
の
支
払
い
は
、
お
盆
や
お

正
月
に
間
に
合
う
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

と
い
う
ご
要
望
に
お
答
え
し
て
、
今
年

の
十
二
月
期
分
か
ら
、
次
の
よ
う
に
変

り
ま
す
。

十
二
月
期
（
八
月
分
か
ら
十
一
月
分
）

　
　
こ
の
十
二
月
期
の
支
払
い
は
、
十

　
　
二
月
十
一
日
か
ら
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
た
だ
し
、
受
給
権
者
が
希
望
す
れ

　
　
ば
、
十
一
月
十
一
日
か
ら
で
も
支

　
　
払
わ
れ
ま
す
。

四
月
期
（
十
二
月
分
か
ら
三
月
分
）

　
　
こ
の
四
月
期
の
支
払
い
は
、
四

　
　
十
一
日
か
ら
に
な
り
ま
し
た
。

八
月
期
（
四
月
分
か
ら
七
月
分
）

　
　
こ
の
八
月
期
の
支
払
い
は
、
八

　
　
十
一
日
か
ら
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
の
十
二
月
期
は
、
支

期
の
改
正
の
た
め
、
九
月
～
十
一
月

で
の
三
か
月
分
の
支
払
い
と
な
り
ま

あなたは拠出年金を

　受けられますか

す
か
？
　
六
十
歳
ま
で
に
、

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

　
と
く
に
、
未
加
入
者
で
、

　
国
民
年
金
の
保
険
料

は
、
六
十
歳
に
な
る
と

す
べ
て
掛
け
終
り
、
あ

と
は
年
金
受
給
を
待
つ

ば
か
り
、
国
民
年
金
は

心
の
支
え
と
な
り
、
あ

な
た
の
老
後
を
色
ど
り

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
年

金
を
受
け
る
た
め
に
は

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

で
の
間
に
保
険
料
を
二

十
五
年
以
上
納
め
る
こ

と
が
原
則
で
す
。

　
あ
な
た
は
大
丈
夫
で

　
　
　
　
　
あ
と
何
年

　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
現
在
三
十

五
歳
の
人
は
、

る
か
、
ど
う

か
の
大
ピ
ン

チ
。

　
こ
れ
か
ら

先
六
十
歳
に

な
る
ま
で
の

期
間
が
、
丁

度
二
十
五
年

で
、
土
俵
い

っ
ぱ
い
追
い

つ
め
ら
れ
て

い
る
か
ら
で

す
。

　
年
金
は
、

長
い
期
問
納

め
れ
ば
そ
の

年
金
権
か
ら
見
離
さ
れ

生
　
年
　
　
月
　
　
日

鯛
館
齢

大
正
五
年
四
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

＋
　
年

大
正
五
年
四
月
二
日
か
ら
大
正
六
年
四
月
一
日
ま
で

＋
一
年

大
正
六
年
四
月
二
日
か
ら
大
正
七
年
四
月
一
日
ま
で

＋
二
牟

大
正
七
年
四
月
二
日
か
ら
大
正
八
年
四
月
一
日
ま
で

＋
三
年

大
正
八
年
四
月
二
日
か
ら
大
正
九
年
四
月
一
日
ま
で

＋
四
年

大
正
九
年
四
月
二
日
か
ら
大
正
十
年
四
月
一
日
ま
で

＋
五
年

大
正
十
年
四
月
二
日
か
ら
大
正
十
一
年
四
月
一
日
ま
で

＋
六
年

大
正
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
大
正
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

＋
七
年

大
正
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
大
正
十
三
年
四
月
一
日
ま
で

＋
八
年

大
正
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
大
正
十
四
年
四
月
一
日
ま
で

＋
九
年

大
正
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
大
正
十
五
年
四
月
一
日
ま
で

二
＋
年

大
正
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
年
四
月
一
日
ま
で

二
＋
一
年

昭
和
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
年
四
月
一
日
ま
で

二
＋
二
年

昭
和
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
年
四
月
一
日
ま
で

二
＋
三
年

昭
和
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
年
四
月
一
日
ま
で

二
＋
四
年

昭
和
五
年
四
月
二
日
以
降

二
＋
五
年

分
増
額
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
代
り
、
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
も
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
知
ら
な
か
っ
た
…
と
い
う
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
次
の
表
に
あ
て
は
ま
る
か

ど
う
か
を
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
十
月
・
十
一
月
は
国
民
年
金
普
及

　
推
進
月
間

年
金
相
談
日
を
開
設

　
　
十
一
月
八
日
・
母
子
セ
ン
タ
ー
で

　
毎
年
十
月
か
ら
十
一
月
を
国
民
年
金

普
及
推
進
月
間
と
定
め
、
年
金
制
度
の

相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
未
加
入
者
の
加

入
促
進
、
未
納
者
の
納
付
促
進
な
ど
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

　
村
で
も
、
次
の
と
お
り
、
年
金
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
日
を
開
催
い
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
の
で
、
お
気

　
　
　
　
　
　
　
　
軽
に
ご
利
用
く
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
期
日
　
十
一
月
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
　
母
子
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
開
設
時

　
　
　
　
　
　
　
　
間
に
つ
き
ま
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
後
日
回
覧
板

　
　
　
　
　
　
　
　
等
で
ご
連
絡
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
。
年
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き
ま
し
て
の
お

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ず
ね
は
、
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
年
金
係
へ
。

ー
ご
存
知
で
す
か
1

心
身
障
害
児
の

　
　
　
　
特
別
児
童
手
当
を

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
家

庭
で
養
育
し
て
い
る
か
た
に
支
給
さ
れ

る
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。

手
当
の
対
象
と
支
給
額

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
機
能

の
障
害
や
知
恵
お
く
れ
の
た
め
に
、
法

律
で
定
め
る
一
級
ま
た
は
二
級
に
該
当

す
る
重
い
障
害
が
あ
る
二
十
歳
未
満
の

障
害
児
を
対
象
に
国
が
支
給
す
る
も
の

で
す
。

↓

　
二
十
歳
を
こ
え
た
場
合
は
、
国
民
年

金
制
度
に
よ
る
障
害
福
祉
年
金
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
手
当
の
支
給
額
は
、
現
在
一
級
障
害

で
月
額
二
万
三
百
円
、
二
級
障
害
で
月

額
一
万
三
千
五
百
円
で
す
が
、
今
後
さ

ら
に
手
当
の
引
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

◎
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

　
こ
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
は
、
所

得
制
限
が
あ
り
、
障
害
児
の
養
育
者
の

収
入
が
一
定
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
手
当

に
つ
き
ま
し
て
の
く
わ
し
く
は
、
役
場

住
民
課
、
児
童
手
当
係
へ
ど
う
ぞ
。

今
後
の
農
業
と
農
村
は

　
　
話
し
合
い
で
よ
り
よ
い
農
村
を

　
村
で
は
、
今
年
度
、
県
か
ら
地
域
農

政
特
別
対
策
事
業
の
指
定
を
受
け
、
事

業
実
施
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
現
在

の
農
業
や
農
村
が
直
面

し
て
い
る
問
題
点
を
み

な
さ
ん
で
話
し
合
い
、

み
な
さ
ん
の
創
意
と
工

夫
に
ょ
り
、
当
村
農
業

の
進
む
べ
き
道
を
定
め

る
も
の
で
す
。
そ
の
方

法
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
各
地
区
毎
の

●集落ごとの話し合い

座
談
会
な
ど
を
計
画
い
た
し
ま
す
の
で

是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
、
建
設
的
な
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

）

）

　ノ
）
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村
民
球
技
大
会
結
果

優
勝
…
上
新
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
二
十
五
チ
ー
ム

　
　
　
（
優
勝
し
た
上
新
田
チ
ー
ム
）

　
夏
の
村
民
球
技
大
会
は
八
月
七
日
に

開
会
さ
れ
、
途
中
長
雨
に
た
た
ら
れ
、

九
月
四
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
と
、
野
球
の
試
合
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

野
球
は
畜
産
試
験
場
チ
ー
ム
が
優
勝

　
野
球
に
は
、
須
賀
広
親
睦
会
、
上
押

切
ク
ラ
ブ
、
板
井
若
連
、
畜
産
試
験
揚

の
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
接
戦
の
末
畜
産
試
験
場
チ
ー
ム
が
、

須
賀
広
親
睦
会
チ
ー
ム
を
、
八
対

六
で
敗
り
優
勝
し
ま
し
た
。

　
上
新
田
チ
ー
ム
は
県
体
に
出
場

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
優
勝
し
た
上

新
田
チ
ー
ム
は
、
現
在
会
長
以
下

四
十
数
名
の
会
員
が
お
り
、
年
代

も
十
八
歳
か
ら
五
十
代
ま
で
と
巾

広
く
、
親
子
や
兄
弟
で
参
加
し
て

い
る
家
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
春
と
夏
の
連
続
優
勝
を

遂
げ
日
頃
の
練
習
成
果
が
実
り
会

野
原
愛
好
会

押
切
フ
ァ
イ
タ

　
　
　
　
ー
B

五
　
月
　
会

御
正
第
一

小
江
川
ソ
フ
ト

樋
　
春
　
C

板
井
若
連

柴
　
・
千
代

押
切
フ
ァ
イ
タ

　
　
　
ー
A

上
新
田
B

ト
　
ー
　
ホ
i

樋
　
春
　
A

員
一
同
感
激
に
ひ
た
り
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
大
会
に
優
勝
し
た
チ
ー
ム
は
、
十

月
二
十
三
日
に
行
な
わ
れ
る
県
民
体
育

大
会
の
二
部
に
村
の
代
表
と
し
て
出
場

出
来
る
資
格
が
得
ら
れ
選
手
一
同
猛
練

習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
年
十
月
に
発
足
し
て
以
来

二
年
目
に
し
て
好
成
績
が
得
ら
れ
た
の

も
、
愛
好
会
の
役
員
の
か
た
が
た
の
、

適
切
な
指
導
と
共
に
、
字
は
小
さ
く
と

も
会
員
が
一
丸
ど
な
っ
て
団
結
し
平
素

の
練
習
に
励
ん
だ
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
を
機
会
に
、
ス

ポ
ー
ツ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
社

会
の
福
祉
に
貢
献
す
る
た
め
会
員
一
同

増
々
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
の
原
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘

優勝

野
原
グ
リ
ン

御
正
第
2

上
新
田
A

坂
上
押
切

三
ツ
本
A

樋
　
春
　
B

御
正
第
3

三
ツ
本
B

中
央
第
一

上
押
切
ク
ラ
ブ

春
の
原
A

七
曲
ク
ラ
ブ

畦
難
曲
一
－

　
今
年
の
夏
は
、
前
半
は
酷
暑
、
後
半

は
雨
に
た
た
ら
れ
ま
し
た
が
、
家
族
や

団
体
で
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
い
思
い
出
を
残

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
・

　
江
南
南
親
睦
会
で
も
、
七
月
二
十
四

日
に
、
家
族
総
出
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

蕪

鑓

ン
大
会
を
大
沼
湖
畔
で
行
な
い
ま
し
た
。

　
老
い
も
若
き
も
親
子
共
々
夏
の
日
差

し
を
浴
び
な
が
ら
、
ス
イ
カ
割
り
、
宝

さ
が
し
や
バ
レ
ー
な
ど
で
汗
を
流
し
、

日
陰
に
入
り
、
持
寄
り
の
、
お
母
さ
ん

が
た
自
慢
の
手
作
り
料
理
を
囲
ん
で
の

屋
外
パ
ー
テ
ィ
は
余
興
、
団
ら
ん
を
通

じ
お
互
い
の
心
と
心
が
通
い
合
う
ひ
と

時
で
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
村
の
中
心
地
、
江
南
自

　
　
　
　
　
　
　
　
、
動
車
教
習
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
前
附
近
に
最
近

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
各
地
か
ら
転
入

　
　
　
　
　
　
　
　
’
し
て
来
た
か
た

　
　
　
　
　
　
　
　
が
た
で
、
昨
年

　
　
　
　
　
　
　
　
会
が
結
成
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
き
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
も
と
、
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
環
境
に
住

　
　
　
　
　
　
・
む
同
志
の
隣
人

　
　
・
雛
難
雛
灘
ず
な
で
結
ば
れ

　
　
　
　
　
　
　
る
よ
う
、
多
彩

　
　
　
　
　
　
　
な
催
し
を
行
っ

　
　
　
　
　
　
　
て
い
く
方
針
だ

　
　
　
　
　
　
　
と
の
こ
と
で
す
。
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同
和
問

　
　
　
　
一

題
シ

部
落
の
歴
史

四
水
平
社
運
動

部
落
改
善
運
動

　
明
治
の
中
頃
に
な
る
と
、
部
落
の
中

か
ら
生
活
を
改
善
し
、
差
別
を
な
く
そ

う
と
す
る
動
き
が
起
こ
り
、
一
九
〇
二

年
（
明
治
三
十
五
年
）
に
は
、
岡
山
県

で
「
備
作
平
民
会
」
と
い
う
組
織
が
つ

く
ら
れ
、
翌
年
に
は
、
全
国
的
な
組
織

を
め
ざ
し
て
、
大
阪
で
「
大
日
本
同
胞

融
和
会
」
が
発
会
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
運
動
億
、
部
落

の
人
た
ち
の
こ
と
ば
や
服
装
や
生
活
態

度
を
改
め
て
い
け
ば
差
別
が
な
く
な
る

だ
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
差
別
の
根
本

的
な
原
因
で
あ
る
貧
困
や
悪
い
生
活
環

境
の
問
題
を
解
消
す
る
こ
と
に
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
政
府
の
と
っ

た
施
策
も
、
同
情
や
融
和
に
よ
っ
て
差

別
を
解
消
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
真

に
部
落
を
解
放
す
る
施
策
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

第
一
次
大
戦
と
米
騒
動

　
明
治
以
降
、
日
本
の
産
業
は
急
速
に

発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
と
く
に
、
一

九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
に
起
こ
っ
た

第
一
次
世
界
大
戦
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

多
く
の
国
々
が
戦
場
と
な
り
、
産
業
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
ろ
え
た

リ
ー
ズ
　
の
で
・
呆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
大
量
の
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
を
輸
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
が
で

き
、
産
業
は
い
っ
そ
う
発
展
し
、
に
わ

か
成
金
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
に
な
る
と
、
労
働
者
の
数
も

急
速
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
そ
の
賃
金

や
労
働
時
間
は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
農
民
や
部
落
の
人
び
と
の
生
活
も

以
前
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
苦
し
い
も
の

で
し
た
。
そ
こ
で
、
苦
し
い
生
活
を
強

い
ら
れ
た
労
働
者
や
農
民
は
、
自
分
た

ち
の
生
活
を
守
る
た
め
労
働
組
合
や
農

民
組
合
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
部
落
の
中
か
ら
も
自
ら
の
力
で
解
放

’
を
か
ち
と
ろ
う
と
す
る
自
覚
が
高
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
一
九
一
八
年
（
大
正
七

年
）
の
夏
に
は
、
大
戦
に
よ
る
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
一
部
商
人
に
よ
る
米
の

買
い
占
め
に
反
抗
し
た
民
衆
に
よ
っ
て

米
騒
動
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
米
騒

動
は
、
富
山
県
で
は
じ
ま
り
、
わ
ず
か

二
か
月
の
う
ち
に
全
国
四
十
一
道
府
県

に
広
が
り
ま
し
た
。
こ
の
事
件
に
は
、

部
落
の
人
た
ち
も
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

　
米
騒
動
の
拡
大
に
驚
い
た
政
府
は
、

軍
隊
ま
で
出
動
さ
辻
て
、
こ
れ
を
お
さ

え
国
民
の
中
に
あ
る
部
落
差
別
意
識
を

利
用
し
、
部
落
の
人
び
と
に
対
し
て
は

と
く
に
き
び
し
く
弾
圧
し
、
多
く
の
人

び
と
が
検
挙
さ
れ
ま
し
た
。

）

）

吉
田
清
さ
ん
）

方
の
守
護
職
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

郷
土
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
第
七
話

悲
恋
高
山

　
小
江
川

　
　
　
三
角
英
吉

　
徳
川
三
代
将
軍
家
光
公

（
慶
安
年
間
約
三
百
年
前
）

の
頃
、
時
の
代
官
吉
田
右

近
輝
信
（
須
賀
広
、
当
主

　
は
命
を
う
け
、
こ
の
地

　
代
官
と
言
え
ば
、
悪
代
官
が
多
い
中

に
、
こ
の
お
代
官
様
だ
け
は
、
才
智
に

も
勝
れ
、
民
百
姓
の
信
頼
も
厚
く
神
様

の
よ
う
に
拝
ま
れ
親
し
ま
れ
て
お
り
ま

し
た
。
家
来
の
馬
屋
番
、
長
助
は
、
学

問
こ
そ
余
り
な
か
っ
た
が
実
直
者
で
、

暇
さ
え
あ
れ
ば
馬
の
調
教
を
し
て
お
り

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
村
小
町
と
い
わ
れ

て
眉
目
も
姿
も
好
い
タ
カ
さ
ん
も
年
頃

恋
は
神
代
の
昔
か
ら
続
い
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
桶
に
鯉
（
恋
）
を
入
れ
て
長

助
さ
ん
に
差
出
し
た
の
で
し
た
が
、
鯉

　
　
　
　
　
　
の
謎
が
解
け
ぬ
の
か
、

ノ

そ
れ
と
も
彼
女
を
き
ら

っ
た
の
か
少
し
の
反
応

も
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
タ
カ
さ
ん
は
、
虹
の

よ
う
な
美
し
い
恋
を
し

た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
思
い
つ
め
る
と
何
も

見
え
な
く
な
る
の
が
恋

心
。
と
う
と
う
タ
カ
さ

ん
は
寝
込
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
は
か
な
い
片

想
い
の
タ
カ
さ
ん
は
覚

悟
を
き
め
た
の
で
す
。

　
小
さ
な
池
を
造
っ
て

そ
の
そ
ば
へ
埋
め
て
く

だ
さ
い
。
わ
た
し
の
涙

で
水
鏡
を
つ
く
り
ま
す
。

　
悲
し
い
事
、
う
れ
し

い
事
が
あ
っ
た
ら
長
助

）

さ
ん
折
り
に
ふ
れ
て
の
ぞ
い
て
く
だ
さ

い
。
あ
な
た
の
心
の
中
に
生
き
て
い
ま

す
と
遺
書
を
置
い
て
、
十
九
の
春
の
生

涯
を
閉
じ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
は
、
真
赤
な
ツ
ツ
ジ
の
花
が
目

に
し
み
る
四
月
下
旬
の
頃
で
し
た
。

　
思
い
や
吟
の
深
い
代
官
様
は
、
哀
れ

な
タ
カ
の
一
筋
を
不
び
ん
に
思
い
、
家

来
に
命
じ
塚
を
造
っ
た
の
が
今
の
高
山

な
の
で
す
ね
。
小
さ
な
池
に
は
、
悲
恋

の
涙
が
溢
れ
て
格
好
の
水
鏡
の
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
高
山
の
涙

池
に
は
想
い
浮
べ
た
人
が
写
る
と
い
う

噂
が
伝
り
、
近
郷
近
在
の
人
達
が
亡
き

者
の
在
り
し
日
を
思
い
浮
べ
て
は
の
ぞ

き
想
像
し
た
と
い
う
語
り
草
を
聞
い
て

お
り
ま
す
。
そ
の
涙
も
澗
れ
果
て
た
の

か
池
も
埋
ま
り
口
に
す
る
人
す
ら
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
高
山
だ
け
は
現
在
も
、

南
小
学
校
東
入
口
か
ら
少
し
東
に
入
っ

た
所
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
　
“
ひ
つ
じ
”
を

　
　
　
　
飼
育
し
ま
せ
ん
か

繕
縛
驚
濃
塗
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の
曲

　
　
え
ん
そ
く

　
　
　
　
　
江
南
南
小
　
二
年

　
　
　
　
　
　
　
た
け
ま
さ
　
す
み
よ

　
き
の
う
、
え
ん
そ
く
に
い
き
ま
し
た
。

ま
ず
さ
い
し
ょ
、
み
ん
な
が
八
じ
ま
で

に
学
校
に
あ
つ
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
バ
ス
に
の
っ
て
、
た
か

さ
き
の
か
ん
の
ん
さ
ま
に
む
か
い
ま
し

た
。
バ
ス
の
中
で
は
、
た
の
し
く
歌
を

歌
い
ま
し
た
。

　
リ
ッ
ク
の
中
の
お
か
し
が
、
と
て
も

食
べ
た
か
っ
た
の
で
、
ま
す
み
ち
ゃ
ん

と
、
こ
ん
の
さ
ん
と
わ
た
し
で
、
　
「
お

か
し
を
食
べ
て
、
い
い
で
す
か
。
」
と

先
生
に
き
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
お
か
し
が
食
べ
ら
れ
ま
し

た
。
む
ち
ゅ
う
で
食
べ
た
り
、
歌
っ
た

り
し
で
い
た
ら
、
か
ん
の
ん
さ
ま
に
つ

き
ま
し
た
。

　
か
ん
の
ん
さ
ま
は
、
と
て
も
高
か
っ

た
。
か
ん
の
ん
さ
ま
の
か
い
だ
ん
に
は

ほ
か
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
お
べ

ん
と
う
を
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
、
ゆ
う

○
○

え
ん
ち
ま
で
あ
る
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
か
ん
の
ん
さ
ま
か
ら
、
ゆ
う
え
ん
ち

ま
で
、
だ
い
た
い
二
十
分
ぐ
ら
い
で
し

た
。

　
ゆ
う
え
ん
ち
に
つ
く
と
、
お
い
し
い

お
べ
ん
と
う
を
食
べ
ま
し
た
。
外
で
食

べ
る
の
は
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
お
べ
ん
と
う
が
、
食
べ
き
れ
る
と

み
ん
な
、
お
み
や
げ
を
、
か
い
は
じ
め

ま
し
た
。

　
わ
た
し
の
か
い
た
い
も
の
が
、
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
お
み
や
げ

を
か
う
の
で
、
じ
ぶ
ん
の
は
、
か
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
お
に
い
さ
ん
の
お
み
や

げ
を
か
お
う
と
し
た
ら
、
あ
ま
り
い
い

も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
う

ち
、
先
生
の
あ
い
ず
の
ふ
え
が
、
ピ
ー

ッ
と
な
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
わ
た
し
は
、
ま
だ
か
い
た
い

の
で
、
す
ぐ
に
は
、
な
ら
べ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
か
ら
ま
た
、
す
こ
し
あ
る

い
て
、
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
に
の
り
ま

し
た
。
つ
ぎ
に
、
べ
ん
け
い
ご
う
に
の

り
ま
し
た
。
べ
ん
け
い
ご
う
が
、
ト
ン

ネ
ル
の
中
に
入
る
と
、
わ
た
し
は
、
だ

bつ
ノ

“

ん
だ
ん
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
み
な
し
子
ハ
ッ
チ
」
「
七
人
の
小
人
」

「
お
や
ゆ
び
ひ
め
」
と
、
よ
ご
れ
た
人

ぎ
ょ
う
が
、
な
ら
ん
で
い
ま
し
た
。

　
み
な
し
子
ハ
ッ
チ
が
、
一
ば
ん
よ
か

つ
た
で
す
。

　
か
え
り
は
、
バ
ス
の
と
こ
ろ
ま
で
あ

る
い
て
い
く
と
、
バ
ス
の
う
ん
て
ん
し

ゅ
さ
ん
が
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
う
ち
に

む
か
っ
て
バ
ス
が
は
し
り
ま
し
た
。

　
バ
ス
の
中
で
は
、
う
た
の
し
り
と
り

を
し
ま
し
た
。
お
ぎ
わ
ら
先
生
の
前
の

人
は
、
こ
う
さ
ん
を
し
そ
う
に
な
り
ま

し
た
。
で
も
、
歌
が
や
っ
と
見
つ
か
り

ま
し
た
。
し
ら
な
い
ま
に
、
く
ま
が
や

に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
こ
う
な
ん

村
に
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
た
の
し

い
え
ん
そ
く
が
お
わ
り
ま
し
た
。

』
…
…
『
≦
＝
「
』
『
』
ヌ
』
ヲ
』
…
ヨ
』
…
』
9
旨
…
・
自
雪

恐
ろ
し
い

　
　
ト
ル
エ
ン
、
シ
ン
ナ
ー

　
1
乱
用
者
は
低
年
齢
化
i

　
ト
ル
エ
ン
・
シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
な

ど
の
乱
用
者
は
、
年
々
増
加
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
乱
用
者
の
年
齢
も
、
有
職

少
年
、
高
校
生
か
ら
中
学
生
へ
と
低
年

齢
化
し
て
お
り
ま
す
。

乱
用
す
る
と
廃
人
に

　
ト
ル
エ
ン
・
シ
ン
ナ
ー
な
ど
は
、
第

6へ

　、

二
の
覚
せ
い
剤
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
極
め
て
有
害
、
危
険
な
も
の
で
、

乱
用
す
る
と
急
性
中
毒
を
起
し
、
乱
用

を
続
け
る
と
慢
性
中
毒
と
な
っ
て
二
日

酔
い
の
症
状
が
続
き
、
次
第
に
臓
器
や

中
枢
神
経
を
侵
さ
れ
て
廃
人
同
様
と
な

っ
た
り
、
呼
吸
マ
ヒ
を
起
し
て
死
亡
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

馳
爆
蝪
u

　
こ
の
よ
う
に
有
害
な
、
ト
ル
エ
ン
・

シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
乱
用
者
を
、
発
見
し

被
害
者
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
特
に

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
乱
用
者
は
、
シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
な

　
ど
特
有
の
臭
い
が
す
る
。

○
着
衣
に
シ
ン
ナ
i
等
の
し
み
や
接
着

　
剤
が
付
い
て
い
る
。

○
目
が
充
血
し
、
顔
や
鼻
、
口
の
周
囲

　
が
赤
く
な
っ
て
い
る
。

○
ひ
ん
ぱ
ん
に
「
つ
ば
」
を
吐
く
。

○
顔
色
が
悪
く
、
目
が
ト
ロ
リ
と
し
て

　
生
気
が
な
い
。

○
も
の
に
お
び
え
、
疑
い
深
く
な
る
。

○
部
屋
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
が
多
く
な

　
り
、
シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
、
ド
リ
ン

　
ク
剤
な
ど
の
空
び
ん
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

　
な
ど
が
あ
る
。

○
日
常
生
活
が
不
規
則
と
な
り
、
金
使

　
い
が
荒
く
な
る
。

※
乱
用
の
事
実
を
知
っ
た
ら
、
早
く
警

　
察
に
相
談
～
ま
し
ょ
う
。

ゐ

幾

　
こ
ど
も
は
遊
び
の
こ
と
で

　
　
　
　
　
い
っ
ぱ
い

　
か
わ
い
い
、
か
け
が
え
の
な
い
こ
ど

も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ
と
…
。
そ

れ
は
、
大
人
の
責
任
で
す
。
こ
ど
も
が

道
路
上
で
遊
ん
で
い
る
姿
を
よ
く
見
か

け
ま
す
が
、
車
を
運
転
す
る
人
は
、
こ

ど
も
に
あ
ま
り
期
待
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
こ
ど
も
が
、
『
あ
な
た
の
車
を
見
て

い
る
か
ら
、
　
「
と
び
出
し
は
し
な
い
だ

ろ
う
」
と
考
え
る
の
は
“
危
険
”
で
す
。

　
こ
ど
も
は
、
車
の
怖
さ
を
知
り
ま
せ

ん
。
頭
の
中
は
“
遊
び
の
こ
と
”
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
ど
も
を
見
た
ら
、
み
な
自
分
の
子

と
思
い
、
徐
行
、
一
時
停
止
を
励
行
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
家
庭
で
は
、
交
通
安
全
の
た

め
の
正
し
い
し
つ
け
を
し
、
　
「
道
路
で

は
遊
ば
な
い
」
　
「
車
は
急
に
止
ま
れ
な

い
」
な
ど
、
繰
り
返
し
教
え
ま
し
ょ
う
。
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地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
三
十
年

　
　
　
　
県
主
催
の
記
念
行
事
案
内

　
本
年
は
、
地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ

て
、
三
十
年
目
に
当
た
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
改
め
て
、
県
民
の
み

な
さ
ま
と
と
も
に
地
方
自
治
の
本
質
を

考
え
見
直
し
て
み
よ
う
と
い
う
趣
旨
か

ら
、
こ
の
十
一
月
を
「
自
治
意
識
高
揚

月
間
」
と
し
、
各
種
の
記
念
行
事
が
県

並
び
に
市
長
会
、
町
村
会
等
地
方
六
団

体
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
次

の
二
つ
の
行
事
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま

す
。

　
地
方
自
治
三
十
年
　
県
民
自
治
講
座

　
公
開
座
談
会
「
埼
玉
を
語
る
」

日
　
　
時
　
十
一
月
一
日
（
火
）
午
後
五

　
　
　
　
　
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時

場
　
　
所
　
埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル

　
q
D
映
画
上
映
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

　
　
も
、
だ
れ
で
も
」

　
働
公
開
座
談
会
「
埼
玉
を
語
る
」

　
座
談
会
の
内
容
は
、
埼
玉
に
か
か
わ

り
の
深
い
各
界
の
著
名
人
に
よ
り
、
埼

玉
と
の
ふ
れ
あ
い
、
明
日
の
埼
玉
に
つ

い
て
自
由
な
立
場
で
語
っ
て
も
ら
い
、

郷
土
愛
・
住
民
自
治
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
、
現
代
的
な
感
覚
で
考
え
直
し

て
み
る
。

申
込
方
法
　
参
加
ご
希
望
の
か
た
は
、

　
　
　
　
　
官
製
葉
書
に
よ
り
お
申
込

　
　
　
　
　
み
く
だ
さ
い
。
五
〇
〇
名

申
込
先

電
話
〇
四
八
八

　
地
方
自
治
三
十
年

　
　
県
民
の
集
い
の
開
催

日場

に
な
り
次
第
締
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

浦
和
市
高
砂
三
－
盃
1
一

埼
玉
県
総
務
部
地
方
課

企
画
指
導
係
ま
で

　
　
（
二
四
）
二
一
一
一

　
　
　
　
県
民
の
日
記
念

プ
ロ
グ
ラ
ム
q
あ
い
さ
つ

方申
法込

申
込
場
所

　
先
着
一

整
理
券
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

葉
書
一
通
で
入
場
整
理
券
は
一
枚
で
す
。

時
十
｝
月
十
四
日
（
月
）

　
　
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時

　
　
三
十
分
ま
で

所
浦
和
市
・
埼
玉
会
館
大
ホ

　
　
ー
ル

　
　
ー
　
　
　
　
（
知
事
）

　
　
働
講
演
　
扇
谷
正
造
氏

　
　
㈹
み
ん
な
で
選
ぼ
う
埼

　
　
　
玉
の
特
産
品

　
　
㈲
デ
ュ
ー
ク
と
歌
お
う

参
加
ビ
希
望
の
か
た
は
、
往
復

葉
書
の
返
信
用
に
宛
名
を
明
記

し
、
「
県
民
の
集
い
入
場
希
望
」

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
浦
和
市
高
砂
三
ー
一
．
五
－
一

　
　
一
丁
一
二
一
二
山
ハ

　
　
埼
玉
県
総
務
部
地
方
課

　
　
県
民
の
集
い
係

　
、
五
〇
〇
名
の
か
た
に
入
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お

○

）

羅謹

漣
隷
、

一10月の納税一

村県民税……第3期分

国民健康保険税

　　　　　　第4期分

納期限は10月31日です

◆税金が先ずさきに
　　　なる良い家計◆

降
歎
噺
U

　
熊
谷
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
電
話

機
の
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す
と
、
即
座
に
職

業
情
報
を
聞
け
る
「
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
」
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
害
鳥
駆
除
を
実
施

　
　
　
　
　
　
千
三
百
羽
を
打
落
す

　
　
　
　
　
　
今
年
も
、
村
の
猟
友
会

　
　
　
　
　
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
い
た
だ
き
、
九
月
の
中
旬

　
　
　
　
　
の
四
日
間
に
わ
た
り
、
有

　
　
　
　
　
害
鳥
駆
除
を
行
な
い
ま
し

　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
期
間
中
に
打
落
し

　
　
　
　
　
た
ス
ズ
メ
の
数
は
、
約
千

　
　
　
　
　
三
百
羽
に
も
達
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
㎜
う
さ
ま
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
適
期
の
ス
ズ
メ
狩
り
で

　
　
　
　
　
水
稲
も
増
収
に
な
る
こ
と

　
　
　
　
　
で
し
ょ
う
。

　
情
報
の
内
容
は
、
求
人
案
内
や
求
職

の
状
況
、
安
定
所
お
よ
び
職
業
訓
練
校

の
案
内
な
ど
で
す
。

　
こ
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
、
昼
夜

の
別
な
く
、
休
日
で
も
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
　
（
十
月
一
日
か
ら
実
施
）

※
一
度
ダ
イ
ヤ
ル
を
し
て
見
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
二
一
五
1
0
五
三
一

　
電
話
｛
二
五
l
O
五
三
二

　
　
　
　
’
二
五
ー
〇
五
三
三

駐
在
だ
よ
り
発
行
に
あ
た
り

　
す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
駐
在
だ
よ
り
も
四
号
を
発
行
す
る
に

！

〉■
愁㎞イ

ヨ
り
ま
し
た
。
本
年
三
月
に
有
線
放
送

が
廃
止
さ
れ
、
犯
罪
の
発
生
お
よ
び
防

止
を
即
座
に
ご
連
絡
で
き
な
く
な
り
、

駐
在
と
し
て
も
困
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
犯
罪
、
交
通
事
故
、
少
年

非
行
を
防
止
す
る
た
め
に
「
駐
在
だ
よ

り
」
の
発
行
を
思
い
つ
き
、
村
当
局
の

御
理
解
を
い
た
だ
き
発
行
に
至
っ
た
わ

け
で
す
。

　
ま
た
、
配
布
の
際
は
、
各
字
の
区
長

さ
ん
に
は
特
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

紙
面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
村
民
の
み
な
さ
ま
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
の
一
助
に

な
れ
ば
と
思
い
発
行
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
駐
在
だ
よ
り

に
つ
い
て
、
ご
意
見
、
ご
希
望
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
　
（
御
正
、
小
原
駐
在
所
）

　
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
十
月
二
十
五
日
（
火
）

　
　
　
　
弁
護
士
も
出
席

◎
場
所
　
母
子
セ
ン
タ
ー

◎
時
間
　
午
前
9
時
30
分
～
B
時
ま
で

くらしのちえ

ガ
ス
コ
ン
ロ

　
五
徳
の
汚
れ
は
、
ク
レ
ン
ザ
ー

を
溶
剤
入
り
洗
剤
で
こ
ね
て
塗
り

つ
け
、
汚
れ
を
ゆ
る
め
て
か
ら
ス

チ
ー
ル
ウ
ー
ル
で
こ
す
り
ま
す
。

　
バ
ー
ナ
ー
の
穴
も
週
に
一
度
は

専
用
ブ
ラ
シ
で
掃
除
を
、
ガ
ス
ホ

ー
ス
は
熱
や
油
に
弱
い
も
の
で
、

二
年
に
一
度
は
交
換
し
ま
し
ょ
う
。




